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当初予算が決定しました

問 財政課（☎ 82-1131）

令和3年度

　本市の令和3年度予算は、総額で785億6,181万1千円となり、うち一般会計は前年度比1.5％
減の 292 億円となりました。
　今年度は、市長選挙が行われる予定であったため、一般会計については、新規事業や投資的
事業等の政策的経費の計上を控え、義務的経費や経常的経費を中心に当初予算（骨格予算）を編
成しました。編成にあたっては、骨格予算といえども、引き続き徹底した経費の抑制に努め、
限りある財源を最大限に生かせるよう努めました。

会計名 予算額 前年度比

一 般 会 計 292 億　 　　　　　円 △ 1.5%

特
別
会
計

駐 車 場 事 業 2,933 万 8 千円 △ 28.5%

国 民 健 康 保 険 73 億 8,568 万 9 千円 △ 1.1%

介 護 保 険 65 億 7,429 万 1 千円 △ 1.6%

後 期 高 齢 者 医 療 11 億 3,706 万 4 千円 △ 0.8%

小型自動車競走事業 219 億 2,370 万 9 千円 43.3%

特 別 会 計 の 計 370 億 5,009 万 1 千円 20.9%

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 23 億 4,447 万 4 千円 △ 8.0%

工 業 用 水 道 事 業 2 億 6,438 万 3 千円 △ 14.2%

病 院 事 業 56 億 8,014 万　　円 13.4%

下 水 道 事 業 40 億 2,272 万 3 千円 △ 6.2%

公 営 企 業 会 計 の 計 123 億 1,172 万　　円 1.3%

総 予 算 額 785 億 6,181 万 1 千円 8.4%

〜活力と笑顔あふれるまちの実現に向けて〜

【骨格予算で編成した主な内容】
◦人件費、扶助費、公債費などの義務的経費
◦市の運営に欠かせない物件費、維持補修費、補助

費などの経常的経費
◦市長選挙、市議会議員選挙、県知事選挙および衆

議院議員選挙に係る経費
◦社会保障・税番号制度対応事業や工場設置奨励事

業などの法律や条例に基づく事業
◦山陽地区公立保育所整備事業、高千帆小学校校舎

整備事業などの前年度から継続する建設事業
◦国の補助申請などの関係上、当初から予算計上しな

ければならない事業

■令和 3 年度 会計別予算額

歳 入

地方譲与税　0.6%
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扶助費
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普通建設事業費
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0.0% 公債費

11.7%
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歳 出

骨格予算

※令和 2 年度末をもって地方卸売市場事業特別会計は廃止しました。


